
未来を創る
イノベーティブ都市

将来像を構成する要素（案） 資料１

～お互い多様性を認め合い、明るい未来を築き、
新たな価値を創造し、QOLを高める～

新たなビジネスや住民サービスが生まれ、
まちの活力を創造するまち

Creative
（クリエイティブ）
～創造する～

「もののはじまりなんでも堺」と謳われてきた堺の伝統を引
き継ぎ、新たなビジネスや住民サービスを生む土壌を作り、
リスクを恐れず挑戦し、まちの活力を生み出す都市をめざす

長い年月の間で培われた歴史文化資源や伝統、
世界遺産の魅力をさらに高め、
ブランドや魅力を創造するまち

Legacy
（レガシー）
～受け継ぐ～

堺が持つ悠久の歴史を次世代に継承するとともに、世界遺産
インパクトを活かした都市ブランドを形成し、訪れたいと思
える集客都市をめざす

ICTやデータ活用により、
QOLと行政サービスの質を高め、
まち全体の最適化が図られるまち

Smart
（スマート）
～賢く～

Society5.0の到来を見据え、ICTなどのテクノロジーの活用や、
データドリブンによる行政経営の質を高め、住民サービスや
QOLが高まるスマート自治体をめざす

子どもから高齢者までより良い環境で
誰もが幸せ（Well-Being）な暮らしが実現できる

持続的に発展するまち

Sustainable
（サステナブル）
～持続可能な～

「誰一人取り残さない」SDGｓの理念を踏まえ、全世代が良
好な環境の中、幸せを感じ暮らしていくため、共に未来を
創っていく都市をめざす

市民生活・企業活動の活性化に向けた
都市基盤を創る

粘り強く、しなやかなまち

Resilient
（レジリエント）
～強くしなやかに～

市民生活・企業活動の基盤として、ハードのみならずソフト
の両面で強くしなやかに災害等に対応できる都市の実現をめ
ざす

様々な価値観を認め合い、違いを受け入れ、
多様な人材が活躍できるまち

外見や年齢などの「見える違い」、経験や文化などの「見え
ない違い」、価値観などの「内なる違い」を問わず、多様な
人たちが集まり、活躍する都市をめざす

Diversity
（ダイバーシティ）

～多様性～

将
来
像

人口減少、超高齢化、人口流出などにより厳しい都市経営が予想されるなか、
堺のまちの持続的な発展に向け、変化を起こし、社会に新たな価値をもたら
し、堺の未来を創っていくという思いを込め、将来像を設定。

＜設定趣旨＞

未来を創るイノベーティブ都市とは、次に掲げるまちの姿の要素を包含するもの。

一人ひとりの健康を大切にし、
生涯にわたり活躍でき、

安心して健やかに過ごせるまち

Health
（ヘルス）

～健康・長寿～

一人ひとりの健康は最大の財産という認識のもと、年齢や性
別に関わらず、いつまでも心身ともに健康に生活を送ること
ができる都市をめざす


